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卵致 (EPG)は､A個肘 ま約2万､B個体は約 1
万まで増加した｡EPGは､A個体では2ケ月間
市債を示したが7ケ月後には1700まで減少した｡
B個体では感汝5ケ月後に1600まで減少した.し
かし､翌年夏期に再増加し約3ケ月間1万前後を
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